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	【まとめ】
	キャンプ桑江南側地区及びキャンプ瑞慶覧に隣接する密集市街地は、「戦後、土地接収等により帰村が出来なかった人々の居住地」として形成されたと考えられる。
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	キャンプ瑞慶覧に近接する地域の密集市街地は、キャンプ瑞慶覧（ロウワー・プラザ住宅地区）の北側に位置しており、全体として建物密度が高い傾向にある。また、密集市街地に指定されている地域においては築年数が古い建築物が多くなっており、土地区画整理の行われた山内地区等では、築年数の浅い建築物が分布している。
	キャンプ瑞慶覧に近接する密集市街地のうち、住環境の改善が特に求められる地区（図Ⅲ－７に示す赤枠の範囲）の状況について以下に整理する。
	（２）－３－１　南桃原２・３丁目
	戦前より形成された山内集落が市街化した地区である。密集市街地外であるものの４ｍ未満の狭隘道路、木造建築物が分布しており、かつての集落基盤がそのまま引き継がれていると考えられる。
	（２）－３－２　山里２丁目
	築年数の古い建物が分布している。本地区西側では、土地区画整理が実施されたものの、組合による実施であったため、４ｍ未満の狭隘道路が残っている。
	（２）－３－３　山里３丁目
	密集市街地外であるものの、築年数の古い建物が分布している。
	（２）－３－４　国道330号沿線
	国道330号沿道に商業が立地し、その背後に基盤整備が不十分なまま発達した。築年数の古い建物及び木造建築物が分布し、建物密度が高く、４ｍ未満の狭隘道路が分布している。
	【まとめ】
	キャンプ瑞慶覧に隣接する密集市街地は「既存集落周辺にスプロール化した」ことで形成されたと考えられる。また、上記の密集市街地には以下のような特徴がみられる。
	①築年数の古い建築物及び木造建築物が多い。
	②４ｍ未満の街区道路の割合が高い。
	（２）－４　北中城村
	北中城村内で密集市街地に位置づけられている地区は無いが、キャンプ瑞慶覧に隣接する地区の中で、島袋、喜舎場、安谷屋については、建築物が密集しており、築年数が古い建築物が多くなっていることが分かる。
	キャンプ瑞慶覧に隣接する地区のうち、住環境の改善が特に求められる地区（図Ⅲ－10に示す赤枠の範囲）の状況について以下に整理する。
	（２）－４－１　島袋
	戦前より形成された比嘉・島袋集落が市街化した地区である。
	４ｍ未満の狭隘道路が分布しており、かつての集落基盤がそのまま引き継がれていると考えられる。また、築年数の古い建築物及び木造建築物が多く分布している。
	（２）－４－２　喜舎場
	戦前より形成された喜舎場集落が市街化した地区である。
	４ｍ未満の狭隘道路が分布しており、かつての集落基盤がそのまま引き継がれていると考えられる。また、築年数の古い建築物及び木造建築物が多く分布している。
	（２）－４－３　安谷屋
	戦前より形成された安谷屋集落が市街化した地区である。
	４ｍ未満の狭隘道路が分布しており、かつての集落基盤がそのまま引き継がれていると考えられる。また、築年数の古い建築物及び木造建築物が多く分布している。
	【まとめ】
	キャンプ瑞慶覧に近接し、建築物が密集している地区は、「戦前より形成された集落が市街化（基盤をそのまま引き継ぐ）した」ことで形成されたと考えられる。
	また、上記の地区には以下のような特徴がみられる。
	①築年数の古い建築物及び木造建築物が多い。
	②４ｍ未満の街区道路の割合が高い。
	（２）－５　宜野湾市
	宜野湾市における密集市街地は、普天間飛行場の西側及び北東側に位置しており、他の市街地に比べ、建物密度が高い傾向にあることが分かる。また、密集市街地として抽出されている地域においては築年数が古い建築物が多くなっており、海岸部や普天間飛行場東側の建物密度の低い地域では、築年数の浅い建築物が分布している。
	普天間飛行場に隣接する地区のうち、住環境の改善が特に求められる地区（図Ⅲ－14に示す赤枠の範囲）の状況について以下に整理する。
	（２）－５－１　大謝名１丁目
	戦後、難民収容所が設置されていた地区である。米軍から帰村許可が出た後も、基地建設に伴う土地接収等により帰る家を失った人々が収容所周辺に居を構えたことから形成された。４ｍ未満の狭隘道路、木造建築物が分布している。
	（２）－５－２　大謝名２・３丁目
	既存集落周辺にスプロール化した市街地である。
	密集市街地には含まれていないが、築年数の古い建築物が多く分布している。
	（２）－５－３　大謝名４・５丁目
	戦前より形成された大謝名集落が市街化した地区である。
	４ｍ未満の狭隘道路、木造建築物が分布しており、かつての集落基盤がそのまま引き継がれていると考えられる。
	（２）－５－４　大山５丁目
	戦前より形成された大山集落が市街化した地区である。
	４ｍ未満の狭隘道路、築年数の古い建築物が多く分布しており、かつての集落基盤がそのまま引き継がれていると考えられる。
	（２）－５－５　普天間２丁目
	キャンプ瑞慶覧内に取り込まれた普天間集落が移転（1946年）し、スプロール化した市街地である。割当地であったことから、建物密度が高く、４ｍ未満の狭隘道路が分布している。また、築年数の古い建築物及び木造建築物が多く分布している。
	（２）－５－６　新城２丁目
	普天間飛行場内に取り込まれた新城集落が移転し、スプロール化した市街地である。
	戦後、区画整理事業が実施され、基盤整備は成されたものの、築年数の古い建築物が多く分布している。
	（２）－５－７　喜友名１・２丁目
	戦前より形成された喜友名集落が市街化した地区である。
	４ｍ未満の狭隘道路が分布しており、かつての集落基盤がそのまま引き継がれていると考えられる。一方で、築年数の古い木造建築物が数棟見られるものの、築年数の浅い建築物が多く分布している。
	（２）－５－８　大山３丁目
	戦後、難民収容所が設置されていた地区である。米軍から帰村許可が出た後も、基地建設に伴う土地接収等により帰る家を失った人々が収容所周辺に居を構えたことから形成された。４ｍ未満の狭隘道路が分布している。
	（２）－５－９　大山４・５丁目
	既存集落周辺にスプロール化した市街地である。
	築年数の古い建築物が多く、他の地域と比較しても４ｍ未満の狭隘道路が多く分布する。
	【まとめ】
	普天間飛行場に隣接する密集市街地は、次の様に形成されたと考えられる。
	①戦前より形成された集落が市街化した（基盤をそのまま引き継ぐ）。
	②戦後、土地接収等により帰村が出来なかった人々の居住地として形成した。
	③既存集落周辺にスプロール化した。
	また、上記の密集市街地には以下のような特徴がみられる。
	①築年数の古い建築物及び木造建築物が多い。
	②４ｍ未満の街区道路の割合が高い。
	（２）－６　浦添市
	牧港補給地区に近接する地域の密集市街地は、牧港補給地区の東側に位置しており、建物密度が高い傾向にあることが分かる。また、密集市街地として抽出されている地域およびその周辺では、築年数が古い建築物が多くなっている。
	牧港補給地区に隣接する地区のうち、住環境の改善が特に求められる地区（図Ⅲ－19に示す赤枠の範囲）の状況について以下に整理する。
	（２）－６－１　城間１丁目
	牧港補給地区内に取り込まれた城間集落が移転（1947年）し、スプロール化した市街地である。
	密集市街地には含まれていないが、建物密度が高く、４ｍ未満の狭隘道路が分布している。また、築年数の古い建築物及び木造建築物が多く分布している。
	（２）－６－２　城間２丁目
	牧港補給地区内に取り込まれた城間集落が移転（1947年）し、スプロール化した市街地である。
	割当地であったことから、建物密度が高い。また、地区西側には、４ｍ未満の狭隘道路が分布している。
	（２）－６－３　屋冨祖３、４丁目
	戦前より形成された屋冨祖集落が市街化した地区である。
	国道58号、屋冨祖大通り沿いに商業・飲食店舗等が立地し、その背後に基盤整備が不十分なまま発達した。
	建物密度が高く、築年数の古い建築物及び木造建築物が多く分布している。
	（２）－６－４　宮城１丁目
	戦前より形成された宮城集落が市街化した地区である。
	国道58号沿いに商業・飲食店舗等が立地し、その背後に基盤整備が不十分なまま発達した。
	建物密度が高く、築年数の古い建築物が多く分布している。また、４ｍ未満の狭隘道路が多いことから、かつての集落基盤がそのまま引き継がれていると考えられる。
	【まとめ】
	牧港補給地区に隣接する密集市街地は、次の様に形成されたと考えられる。
	①戦前より形成された集落が市街化した（基盤をそのまま引き継ぐ）。
	②戦後、土地接収等により帰村が出来なかった人々の居住地として形成した。
	③既存集落周辺にスプロール化した。
	また、上記の密集市街地には以下のような特徴がみられる。
	①築年数の古い建築物及び木造建築物が多い。
	②４ｍ未満の街区道路の割合が高い。
	（２）－７　那覇市
	那覇港湾施設に近接する地域の密集市街地は、那覇港湾施設の南側に位置している。また、密集市街地として抽出されている地域においては築年数が古い建築物が多くなっている。
	那覇港湾施設に隣接する地区のうち、住環境の改善が特に求められる地区（図Ⅲ－22に示す赤枠の範囲）の状況について以下に整理する。
	（２）－７－１　山下町
	那覇港湾施設に取り込まれた住吉町、山下町が移転し、スプロール化した市街地である。
	北側の地区では、昭和51(1976)年に区画整理事業が実施され、基盤整備は成されたものの、南側の地区では、築年数の古い建築物及び木造建築物が多く分布している。
	【まとめ】
	那覇港湾施設に近接する密集市街地は、次の様に形成されたと考えられる。
	①戦後、土地接収等により帰村が出来なかった人々の居住地として形成した。
	②既存集落周辺にスプロール化した。
	また、上記の密集市街地には「築年数の古い建築物及び木造建築物が多い」といった特徴がみられる。





